
 

業界NEWS ２０１５年９月 

平成２６年度建築着工統計調査結果 
 

新設住宅着工戸数も建築物の着工床面積も、ともに、前年度比１割を超す減少幅で、５年ぶりの減少。 
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国土交通省公表(４月３０日)の平成２６年度分「建築着工統計調査報告」では、 

新設住宅着工戸数は前年度比１０.8％減、全建築物の着工床面積は前年度比１１.９％減である。(上表)。 

 

新設住宅着工戸数 

新設住宅着工戸数の総戸数を見ると、８８０,４７０戸で、前年度比では１０.８％減で５年ぶりの減少。 

この着工床面積を見ると、７４,0０７千㎡で、前年度比１５.２％減で、これも５年ぶりの減少となっている。 

 

建築物の着工床面積 

平成２６年度の建築物着工床面積は、１３,０７９万㎡で、前年度比１１.9％減となっている。 

公共建築は３年ぶりの減少。民間の建築は５年ぶりの減少。 
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